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藤間 剛
総合討議は、座学･実習が終了した後に実施した。
経験レベルや専門分野が均等になるよう16名の受講生を3つのグループに配置した。
上記の議論テーマ案を参考に、各講義の内容やREDDプラスの課題や問題点、
技術者がREDDプラスを実施する際の対応など、幅広く討議した。
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